
Global Fund、Gavi、GHITファンド（GGG）+フォーラム（案）

GGG＋フォーラム2017：UHCとSDGsの実現に向けて

日時：2017年10月10日（火）11:00-15:30
11:00-12:50（第1部）13:10-14:10（第2部）14:10-15:30（第3部）

会場：ホテル・ルポール麹町 2階 ロイヤルクリスタル

主催：（特活）日本リザルツ、（一社）平和と健康の会
共催：（一社）ジェイ・アイ・ジー・エイチ、 （特活）マラリア・ノーモア・ジャパン、ACTION

開催趣旨：GGG+フォーラム2016は、グローバルファンド、Gaviワクチンアライアンス、GHITファンド、WHOの幹部をお招きし、
G7伊勢志摩サミットに向けて日本の「健康の外交」を推進するために実施された。2016年から17年にかけては、TICAD Ⅵで「食
と栄養のアフリカイニシアチブ（IFNA）」が立ち上がるなど、栄養改善への注目が集まっている。また、ポリオやCEPIに対して予
算が計上されるなど、国際保健分野における日本政府の取り組みはより多様化している。このため、GGG+フォーラム2017では、
UHCとSDGsの実現に向けて、感染症対策、貧困問題、人間の安全保障、子どもの健康改善、女性のエンパワーメントなどより様々
なアクターを巻き込んで包括的に議論を行うことで、オールジャパンでグローバルヘルスの改善に向けた取り組みを促進する。

スピーカー/パネリスト（予定）
■ 司会：渋谷健司 東京大学大学院 医学系研究科国際保健政策学教室教授

戸田隆夫、山田英也 独立行政法人国際協力機構（JICA）上級審議役
山本尚子 厚生労働省 総括審議官

■ 和泉洋人 内閣総理大臣補佐官 ■ 鈴木康裕 厚生労働省 医務技監
■ イボンヌ・チャカチャカ プリンセス・オブ・アフリカ財団創設者
■ グローバルファンド（GF） ■ Gaviワクチンアライアンス ■ GHIT
■ WHO ■ UNICEF ■ IAVI ■ CEPI ■ FAO ■ WFP
■ GF日本委員会議員タスクフォース、国際母子栄養改善、栄養士、国際人口問題議員懇談会（JPFP)、国際連帯税創設を求める、子どもの貧困対策推進、親子断絶防止、ス
トップ結核パートナーシップ推進、世界銀行国会、世界の子どもたちのためにポリオ根絶を目指す、地球規模問題に取り組む国際、日本・アフリカ連合（ＡＵ）友好、日本・
パレスチナ友好、発達障害の支援を考える、ユニセフ、ワクチン予防、NPO、WHO、WFP、FAO、UNHCR国会、SDGs外交、議員連盟などの会長、事務局長等。
■ 津島雄二 元厚生大臣、初代ストップ結核パートナーシップ推進議員連盟会長 ■ 塩崎恭久前厚生労働大臣 ■ 在日各国大使館
■ 逢沢一郎 衆議院議員 日本・アフリカ連合（AU）友好議員連盟会長
■ 鈴木秀生 外務省 地球規模課題審議官（大使） ■北岡伸一 独立行政法人国際協力機構（JICA）理事長
■ 長谷川閑史 武田薬品工業 相談役 ■ ビル&メリンダ・ゲイツ財団 ■ ACTION、リザルツ教育基金
■ アフリカ最貧困地域エスンバ村NGO代表 ■ ジャック・シム 世界トイレ機関代表 ■ WaterAid
■ セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン ■ワールド・ビジョン・ジャパン ■栄養不良対策行動ネットワーク ■ ジョイセフ ■ APDA
■ 内閣官房、外務省、厚生労働省、財務省、農林水産省、環境省、学術界、民間企業、市民団体等 参加される方は、担当の長坂までご連絡下さいませ。

連絡先：日本リザルツ 長坂優子（yuko.nagasaka@resultsjp.org) 作成日：2017年9月15日

式次第：
11:00-12:50 第1部：GGG、ポリオ、CEPI、栄養
12:50-13:10 軽食タイム
13:10-14:10 第2部：マラリア
14:10-15:30 第3部：水と公衆衛生、トイレ、子ども・女性

（変更あり）
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連絡先：日本リザルツ 長坂優子（yuko.nagasaka@resultsjp.org) 作成日：2017年8月29日

UHC SDGs 達成のために日本の傘(資金拠出)が必要です！

新たな開発目標の時代とUHC国際
会議でスピーチする安倍総理大臣

結核

ポリオ

マラリア

感染症抑止!

～安倍首相スピーチ～
「新たな開発目標の時代と

UHC：強靱で持続可能な保健
システムの構築を目指して」
世界が直面している保健課題は，公
衆衛生危機への対応の強化と母子保
健や栄養不足から，非感染性疾患や
高齢化まで，多様な課題に対応できる，
生涯を通じた保健サービスの確保です。
これらの課題に共通した取組として，私
は，保健システムを，強靱で持続可
能かつ包摂的なものに強化していくべき
と考えます。世界全体で，強い政治的
意思，明確な計画，十分な資金，
人材の動員が不可欠です。
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